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エジプトの政治変動試論
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本稿は， 1970年代のサグト政権下におけるヱジ

プトの政治変動の特徴を明らかにするための試論

である。

1970年代のヱジブ。トは，政治・経済・社会のあ

らゆる分野でそれまで進められてきた J;r討を逆転

させる変化に富んだ時期であった。 1971年5月に

実行されたサグト大統領による「修正革命j （あ

るいは1952年7月革命につぐ「第2の：革命」）ど197:3年

の10月戦争とを経て， 1974年に発表された「10月

白書jは新たな方向を高らかにうたっていた。そ

れは門戸開放政策，あるいは「インブイケー7J

E呼ばれるものであった。

この試論では，以上のような方向転換をみせた

エジプトの1970年代の政治を， 1952年の7月苦手命

以後の同国の政治史と， 67年の6日戦争以後の中

東・アラブの地域的な政治の場のなかでとらえ直

そうとするものである。 1970年代のエジプトの政

治は，基本的には， 6日戦争後の政治変動の延長

上に位置づけられるが，さらに， 1973年の10月戦
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争以後，つまり，第1次オイル・ショ、ソクの後，

巨大なす fyレ・マネー；こ上って流動性を増したア

ヲヅ世界の変化円なかで，その変動力：加速された

ものとしてとらえることができる。換言すれば，

エジイトにおける4グト政治の登場は，アラブ世

界におけるひとつの時代、 fなわちパン・アラブ

主義の時代の終おと，他方でヱジヅト国内でそれ

を支えてきた1り52年7月革命世代の終君を象徴し

ている。；tた，そこにサグト時代の政治の苦悩が

存在していた。ヱジフ。トは新fこな時代を迎えよう

としていたが，ナ七Yレがかつて体現したパン・ア

ラブ主義のような卓越した指導理念を欠いた不安

定な時期であり，新しいものと占いものとが混在

L，したがって，世代聞の昌藤が鋭く前面に出や

すいH寺代であヮたからである。

II 地域的背景

一一一6日戦争以後のアラヅ世界一一

ト パン・アラプ主義の終駕

6日戦争は，インター・アラブの政治の様相全

体を変化させる稲妻の一撃であったとマルコム・

カーが述べたように，アラプ諸国は敗北の結果，

それまでとは全く異なった行動の指針を模索する

ようになったほ！＼アラブ世界における 6日戦争

のインパクトは，パン・アラブ主義の決定的な後
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退から始まった。それは，次の去っの側面に分け

て明らかにすることができる。（1）パン・アラブ主

義を中心的要素としてもつナセル主義に対するイ

デオロギー的挑戦，（2）ノ：ン・アラデ主義を掲げる

パアス党の変質，（3）パン・アヲヅキ：lを運動の媒体

全なしたパレスチナ問題の変賞，である。

1967年6月の戦争で敗北したエジプトをはじめ

とするアラブ陣営では，それまでナセノレおよびシ

リアのパアス党が指導していた急進的なパン・ア

ラブ主義は， PL Oをはじめとするパレスチナ人

の運動に指導権を譲ることになったっ戦後のアラ

戸世界で注目すべきものは，新し1,'ill代に属する

台、進的知識人の登場であった。ナセルのイデオロ

ギーと運動，つまりナヤル主義に対する鋭いイデ

オロギー的批判がはじめて体系的に膿開されたの

は，こうした新しいゲイプの青年においてであっ

たo

シリア生まれの哲学者サーディク・ジャヲール・

アルアズム（恒iliqJalal al-'A手m）札 1968年に出版

した著作『敗北後の自己批判』で展開したのは，

ナセルに指導されるヱジブ。ト革命に対する徹底的

な批判であった。パレスチナ解放人民民主戦線

(PDFLP）と密接に結びついていたアズムにとっ

て，ナセノレ主義は，イデオロギー的明断さを欠く

「中道主義Jにすぎなかった。さらに，アラブ社

会主義革命は，十分に革命的でもなければ，また

社会主義的でもないとされ，アズムにとって問題
ナシ豆ナペ

とされるのは， 「民族的jな帰属ではなく，イデ

オロギーと階級の帰属であった。ここには，ナセ

Jレが体現してきたパン・アラブ主義出アラブ・ナ

ショナリズムの本質そのものに対する挑戦を読み

とることができる（注2）。

ミシエIレ・アフラク（Michel'Aflaq）とビタ－，レ

($aliilJ al-Din al-Bitar）とによって創設されたノξア
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ス党は，アラブの統一と（あいまいではあるが〉社

会主義を掲げていたが， 1966年のシリアでの軍の

クーデター後，アフラクはシリアから追放された。

ごれを機に，それまで軍の将校と結んで政権を維

持Lてきたベアス党と軍部の同盟問係は崩壊し，軍

部支配へと変化した。 1970年llJJのク－I'ターで
偉力を挙出したハーフィズ・アサド（l;I ii.II事aトAsad)

の政権の下でも，権力は軍に集中しており，同政

権下でのシリアの穏健化は著しく，イデオロギー

的色彩の捕まりとプラグ7 チックな性格が注目さ

れる。この変化は，ヨルダン関係のi改善となって

あらわれてL、る。さらに10月戦争の中心的担い手

であったエンプトーシリアーサウデ f・アラビア

の3国同盟の形成となる。

ところで，パン・アラブ主義の後退は，パレス

チナ問題の展開においても見てとることができ

る。パレスチナ問題は， 1930年代なかばにおける

パレスチナ・アラブ人の反乱以降，ノミン・アラブ

主義の展開で核心的な位置を占めてきたが， 6日

戦争による敗北後，反アラブおよび反ノtレスチナ

感情がヱジヂト国内で無視できぬほどに高まっ

た。エジプトのみならず，他のアラブ諸闘でも政

治指導者はパレスチナ問題のくさびから自国を断

ち切ろうとする努力を，それ以後くりかえし行な

うようになった〈注幻。これは10月戦争以後さらに

顕著になる。

2. 10月戦争とその後一一旧秩序の復活

6日戦争後におけるパン・アラヴ、主義の大幅な

後退は， 一方でアラブ諸国の側でのイデオロギー

的傾向の低下と穏健化とをもたらし，他方ではパ

レスチナ・ゲリラ運動に代表される，より急進的

な潮流を生み出した。 1970年代になると，アラブ

諸国の聞では，ナセル時代にみられた保守一急進

の二元論が適切ではなくなり，著しく 7＂ラグマチ



1984020093.TIF

ックな要素が強くなり始めた。これは，アラブ全

体の利益より，既存の国家の利益を追求しようと

する傾向であり， 「ワタユーヤ」つまりアラヅ諸

問の個別的なナショナ l）ズムが強まっfとことを，E

味していた。

敗北後に拾頭したラヂイカルた潮流t土，こうし

たアラブ諸国の新しい動きと鋭く対立するもので

あづた。 1970年9月におけるヨルダンの政府軍と

パレスチナ・ゲリラとの武力衝突の結果， PLOは

ヨノレダンの軍事的拠点を失い，さらに，ナセyレの

突然の死が，アラヅ諸国の穏健北に拍車をかけ

た。結局， 10月戦争で一定の勝利をおさめたアラ

ブ諸国は，ふたたび‘パレスチナ問題でイ二シアチ

ブを回復した。

このように見ると， 10汀戦争どは1967年の6円

戦争による敗北をきっかけとして解き放されたラ

ディカリズムに対するIn秩序の勝手I］として把握す

るととができょう。 10月戦争後のアラブ世界の根

底にある構造は，「サウディの時代J(al-I;Iiqba al-

Sa'udiya）という言葉が示すよろに，伝統的なIll秩

序の復活であった（注4)。1973年の10月戦争で勝利

をおさめた論理は，かつてナセルやシ IJアのノミア

ス党が掲げたパン・アラブ主義のそれではなく，

長い間ナセルらの攻撃の対象とされていた伝統的

君主国サウディ・アラピアなどの国々が好む，よ

り限定されたゆるやかな連帯という考え方であっ

た。アラブ世界の主導権は，こうして保守的・伝

統的な産油田へと移り，今やナショナリズムの時

代から，コミッションとブローヵーの時代へと変

化したかに思われた。

アラブ諸国がパレスチナ問題の泥沼から抜け出

そうとする試みは， 1970年秋のヨノレダン内戦に続

いて，シリアが1975-76年のレパノン内戦中に示

した態度にみてとることができる。また，歴史的

研究ノート

にパレスチナ問題に対して感情的なコミットメン

トを強く示してL、る同国の微妙な変化は， 1967年

に成立した国連決議242号に対する同悶政府の立

場に表われている。 197:=i年11月，シリアlまパレス

チナ人の自決権にかんして明確に言及するよろ問

決議の修正を間違の場で提案したが，こ二れは間決

議において，イスラエlレの生存権を含む他の部分

については受諾することを示ナシグナルと考えら

;j lる（注目、

一方，同じ頃，穏健化したサダトのエジプトは，

1975年9月， イスラエルとの聞でシナイ協定にi

印し，アラブ世界の中で，エジプトがわが道を行

く決意を明らかにした。

このように，アラブ諸国の聞に国家理性が徐々

に護透し始め，それと Eもにヲアラブ人の政治意

識を支配してきたパン・アラブ主義の神話がくず

れさろうとしていた。その潮流の底には，アラブ

諸国におヴる不可逆的な動きが形成されつつある

ことに注目しなくてはならない。それは，英仏の

植民地支哩の？をに人為的に作り出されたアラブの

諸国家において，支配エリートがオスマーン帝国

下で教育を受けて育ったこインゲー十ショナルな

（あるいはトランスナシ百ナノレな〉エリートから，現

存の国家利益に主要な関心を示す，より狭ヤバロ

ーキアlレなエリートの世代へと変化しつつあるこ

とである〔注U。

こうした世代の変化は， 1970年代には，オイノレ

ヅームで潤う産油国と，産油国の巨大な開発プロ

ジェクトから間接的に利益を受ける非産油国との

聞で拡大する一方の貧富の格差から発生する国家

間の刺客の対立を同時lとともなうものであった。

これもまた，アラブ諸国がバン・アラブ主義に向

がう基盤そのものをつき崩す条件となってヤた。
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3. イスラームの拾頭

アラブ批界に国家理性が浸透しつつあるとはい

うものの，アラブ諸国における支配の正統性 (le-

gitimacy) f：しつねに弱く，不安定であり，ナセル

およびかれが指導したパン・アラブ主識が勢いを

失った世界では，アラブ諸政権にとって， 6日戦
,7シダメ γ

争後に拾顕してきたイスラーム原理主義は，重

大な挑戦であった。

1967年のq1東戦争での敗北は，アラヅ・イスラ

ーム世界の人々を精神の模索に向かわせたが，エ

ノレサレムの爽失が与えたインパケトが，とりわけ

離要な契機となっていた。イスラームの新たなう

ねりを生み出したという点でも， 6日戦争は，ひ

とつの転挽期をなしていた。

急進的なイスラーム宗教運動への傾向は，敗戦

後，アラブ各国で？主Hiこ値し、する動きとなった。

これは，敗北がひき起こしたバン・アラブ主義お

よび世俗主鶏に対する幻滅からくるものであっ

たo この傾［i',Jは， 10汀戦争終，日統的イスラーム

に正統性の根拠をおくサウヂィ・アラビアなどの

産油国のリーダーシ、ソプが，アヲブ世界で優位に

立つに及んで，さらに強められた。

だが， 6日戦争後の宗教的ファンダメシタリズ

ムへとむかう傾向は，精神の模索に悩む青年世代

の多くをその運動の担い手とするものであり， 10

月戦争後に石油資金という物質的な富を背景にし

て影響力を行使する産油国優位の秩序に対立しが

ちであった。 6回戦争が，いわばアラデ諸国の軍

事的・政治的危機を強めたとすれば，10月戦争は，

経済的領域での危機を作り出したと考えられる。

それは，石油ブームが産油国における適正な経済

開発をもたらすことにならず，かえって，インフ

レや腐敗などエリートの無能さや社会正義の欠如

を明からさまにしてしまったからである。
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結局， 1970年代を特徴／5ける「ワタニーヤIの

時代は，超国家的なイスラーム・ファンダメンタ

リズムからの，いわば，上からの挑戦と，他方で

そのイスラーム宗教運動に刺激されて起こった人

種や言語にもとづくヱスニックなグルーフ。の，い

わば． ドから内挑戦とに上って，三重之はさ l主jl

た形で展開しているということができる。

このようななかで，エジプトは，アラブ世界で唯

一の同民国家の性格をもっ国であり，それゆえ

に，悶家理性が最も色濃くその行動を貫いてい

た。斗トグトの政治ほ，その意味で，アラブ世界で

生まれつつある新しい論理を先導したものとして

とらえることができるかも知れない。だが，その

ように結論づける前に，エジプト国内lこおヤてび

とつの政治的世代，ひとまずここでわれわれが

「7月革命世代」と呼ぶtit代が，サグト時代に終

着したことについて検討する必要がある。 7月革

命世代三そアラブ世界におけるパン・アラプ主義

の世代であり， 70年代のエジプトは，内外におけ

るこれら二つの世代の終滞をみた時代であったか

らである。

（注 1〕 Kerr, Malcolm H., The Arab Cold 

Waパ第3版， p ンドン， OxfordUniversity Pres，勺

1971年。 129ベーン。

〈注2) Rejwan, Nissim, Nass自力tIdeology, 且

ノレサレム， IsraelUniversities Press, 1974年， 182～ 

185ベジ。

（注3) Kazziha, Walid, Palestine in the Arab 

Dilemma，ロンドン， CroomHelm, 1979年， 106～

107ぺジ。

($4〕 Ajami,Fouad，“Geopolitical Illusions，” 

Steven Spiegel編， The Middle East and the 

Western Alliance, " ：.－ドメ， George Allen & 

Unwin., 19824', 151～152ζ ジ。

（注5) Khoury, Nabeel A，“The Pragmatic 

Trend in Inter-Arab Politics，＇’ The jfiddle E山 t

Journal，第36｛き第3号， 1982年夏季，：，81ベージ。



Ⅲ　７月革命世代の終焉
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産党とムスリム同胞団とからなる挑戦勢力を排除

し，権力を独占することに成功した。以後，権力中

枢は自由将校団の中核グ／レーヅ CllJ56年6月ま？続

く革命評議会）によ〉て掌握された。革命評議会が

〔lt6) Ajami, Fouad，“The End of Pan Arab・

ism，” Foreign Ajjιirs，第57巻第2号， 1978/79:ff冬
季 365ページ。

廃止されてからも，内閣の中心的な閣僚ポストは，

元第命評議会メンパーか，あるいは元自由将校団

の有力メンパーによって占められた。

7月革命世代の終需回

サダトはかつて1952年の7月クーデターの目的

を内外tこむかつて説明したとき，かれらが推進し
こうして、

かれ九は新し，.、支配エリートとなってナセFレ休riill

を支えることになった。かれらの多くは， 1917年

から22年の聞に生まれ，ほぽ同期で士官学校生活

を送ったが，かれらをひとつの世代とみなしうる

次のような特徴をあグることができる位2¥

第1に，青少年期の時代的背長そである。かれら

は， 1930年代の騒然たる政治的風土のなかで多感

な古少年の時期を送ったことがまず指摘されなけ

ればならない。

エジヅトにおける新世代の

登場として次のように表現した。

「われわれはいま，上昇する世代と没落する世代の

交替という A国民の決定的瞬間の証人である。 1919年

の叛吉L煽動首サアード・ザグルー1レの古ν畏供、主義派
の衛兵はしだいに舞台から退場し，それにかわやて，

もっと社会的感覚のするどい，着実で現実的な青年の

前衛が登場Lだ。かれら；土し、づそう戦闘（（］で平民的だ

ったc リゲルールの衛兵とはちがった心別的風土のな

かに成長L，その生活様式もちがっている十 J（注目

た自由将校同運動を，

およびイギリ

=, 

-1ゴァパから移入された政治制度（立憲議会政治）

や思想、に対する国民の聞の広範な皮発が強まり，

ワフド党，

スの閣でくりびろげられた政治的抗争に加え，

1930年代には，国王，ナセノレらによ

る7月クーヂターは， 1919年革命を指：存したザ、グ

ノレーノレお上びその後継？？？こ九ポ集まるワブド党に

象徴された1923年以降の立憲議会政治に対する育

年将校による挑戦であった。

サダトがここで指摘したように，

したなかで，既戒の政党政1台を否定するムスリム

同胞団が代表する保守的イスラーム政治の運列

や，狂信的，排外的な国家社会主義的傾向をもっ

青年エジプト協会などのラディカノレな青年の政治

．社会運動が治頭し始めてU、た。

こう政治的・社会的対立はあとをたたなかった。

今日，ヱジデトの政治史をかえりみるとき，政

治的に重要な三つの世代をそこに見出すことがで

ヨ

ファシズ

エジプトの政治の急進化を招いた背景にじ，

ーロッパにおいて経済不況下にあえぎ，

きる。それらは，ザグノレールに代弁される1919年

革命の世代およびナセノレの7月革命の世代に加え

て， 1967年の6日戦争後の世代である。 20t吐紀の

エジプトの政治は，以上の三つの世代の交替およ

び世代聞の対抗として考えられる。以下， 7月革

命世代の特徴と変容について明らかにしてみよ ムやナチズムの深刻な挑戦にみまわれていたイギ

フランスの力の低下があった。地中海およリス，つ。

び中東地域における両国の指導権は傷つけられ，7月革命世代の特徴

エジプトの国内政治を以前ほどは強

く統御できなくなっていた。ドイツ，イタリアに

よる反英キャンベーンがエジヅトの国民に対して
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イギリスは，1952年7月に政権を掌握したナセルら自由将校

団グループ。は，軍以外の民間グループ＇o〕参加や協

クーデターを実行したが， その後，共力なしに，
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巧みに展開され，反英感情を増幅していた。イギ

リスの影響力の低下はエジプトの閣内政治の伝統

的な対抗関係を変化させ，政恰抗争を激化させた

のであった。

一方，パレスチナでは1的3年頃からユダヤ人移

民の急増が起とり，それに伴い急速に経済的・社

会的変動が進行していた。 1930年代後半には，イ

ギリスの委任統治政策に反対するパレスチナ・ア

ラブ人のゼネストが発生し，これはアラブ人とユ

ダヤ人の暴力的対立へと発展した。パレスチナ・

γラブの反乱と呼ばれるこの割引士、近隣のアラ

プの同々に大きな反響をひき起こさずにはいなか

った。ことにエジプトi丸 iまぼ同じ頃の1936年8

月，イギリスとの間で同盟条約を締結し，形式的

にはイギリスと対等の地位を掌受するに至ったの

で，それまで加えられていたイギリスによる拘束

からの解放として当初は見なされた。その結果，

強められたナショナリズム的感情は，パレスチナ

の事件への同情と共感と容易に合体L，パン・ア

ラブ主義が勢いを増した。こうして，パレスチナ

問題もエジプトの政治的抗争のイシ 1 ーとなり，

政治を急進化させる一因となったのである（注3）。

少年の頃，街頭での政治行動に参加していたナ

セノレらは，その後， 1936年に創設されたばかりの

士官学校に入学し，そこでほぼ同期生としての生

活を送ることになった。それ以前にあったミリタ

リー・スクールと比べ，この土台学校には中等教

ffヰ＂業者のみが入学資格をもつことになり，した

がって，以前より高い教育レベノレをもった青年が

入学してきた。また，急進的なナショナリズムの

傾向をもっ若者の入学者が増えたことも注目すべ

き変化であった。

かれらは1942年2Jl 4臼事件，第2次世界大

戦，そして1948年のパレスチナ戦争参加など同じ
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事件を目撃したり経験したほか，その後権力を握

るまでの問，さまざまな地下テロリスト組織に参

加・協力したりした。

このようにして，かれら青年将校は．共通の感

情ど経験をもつひとつの歴史的な世代と考えるこ

とができる。さらに，より広い中東世界に般をむ

けると，かれらは，第2次世界大戦後盛場した新

しい急進的ナショナリズムの運動の世代とみなす

こともできる。

2. 7月革命世代の変容と終滞

7月革命世代としてのナセル政権iJ:＇権力獲得

の過程で示した自らの革命運動の性格のゆえに，

革命の制度化に失敗し， 1960年代のなかばにはす

で；ι終起のきざしを見せてνえ。その性格とは，

自由将校間運動の陰謀的性格であり，また，ひと

つのイデオロギーというよりは，むしろもっとあ

いまいな共通の経験と感情で結びついたさまざま

re 政治的志向性をもった青年将校たhの運動であ

ったからである。

7月革命世代の終震を示すひとつの現象は，か

つての本命評議会メンパーが権力中枢のポストか

ら徐々に去っていったことに見出すことができょ

う。すでに1960年代の初めから国有化政策やイヱ

メン戦争をめぐってかれらの聞には意見の対立が

あったが， 60年代なかばには，第1次5カ年計画

じっ目標をめぐりイデオロギー｝：の団結がくずれ始

めた。それ主で保たれてきた11支治・経済の日的が

主れこし、るかのような装いがほころび靖め，

政治エリート問の政治は，対抗しあういくつかの

徒党グループによる策謀に支配されるようになっ

た。なかでも，警察および諜報機関出身の人々か

らなるク勺レーフ。が卓越していた（注4）。こうして，

政府I二層部に残った革命評議会メンパーの数は，

十セルを除くと1964年3月には6名， 65年』こはわ
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ずか4名となっていた。

さらに，かつての自由将校匝の中校メンメー内

の亀裂で注目すべきものは， 1960＇年代はじめから

見られたナセノレとアーメル（‘Abdal叩akim‘Amir)

の対立であり．これは軍部内の分裂の徴候でもあ

った（注5）。軍部を主たる支持基盤としていたナセ

ノレ政権にとって，との対立はととさ九深刻であっ

た。同政権においてナセルの盟友アーメル将軍は

中心的役割を演じてきていた。結局，アーメルは

6 n戦争後，その敗北の責任をとって失脚したが，

これは箪の政拍的役割の変化，そしてナセル体制

の変化を示す象徴的な出来事であった。長らく軍

部の利溢を代弁してきたのが，ほかならぬアーメ

ルであったからであり，以後，軍部は組織の利響

関係を強力に主張し，政治的舞台で行動するかれ

に匹敵する軍人をトッヅに据えることがなくなっ

た。これは7月革命世代としての軍事政権の変容

を意味している。

次に， 1965年に，アリー・サプリー（‘All号ahrl）と

ザ、カリヤー・ムヒーヱッヂィーン（ZakariyyaTvlu):lyl 

al-Din）との聞のイデオロギー的な対立が浮かび上

っていたが，一方で，富民の間にも十セル体制を

支える主要なイデオロギーであるパン・アラブ主

義に対する態度の変化が1967年戦争後に明らかに

なった。アラブ諸国に対して不快感を表明するエ

ジプトの知識人の数が増した。そこには，エジプト

はアラずの大義に対して大きな犠牲を払ってきた

にもかかわらず，アラブ諸国が非協力的で感謝の

気持九がないごとへの不満があったりまた，他）j

では， γラブ人民解放戦争の理論ヤノ；レスチ十・

ゲリラに批判的な議論が新聞紙上をにぎわすよう

になっていた位6）。エジプト国内の論調における

このような反アラブ，反ノfレスチナのムードの高

まりは，敗戦後強まったイスラーム宗教勢力によ

研究ノート

るナセノレの世俗主義への批判とともに，重要なイ

ヂ？寸ロギーがJな変化を示すものであった。

最後に，国家機構におけるテクノクラ！ノトの地

位の向上も，ナセル体制の変容を物語る重要な現

象である。十セル仕草命後，旧体制下の政治家や

外国人専門家など行政機構の運営にたずさわって

いた人々を排除したため，人的資源を大幅に失

うことになった。同時に革命政権は，日様として

掲げた社会・経済的改革を達成するため， 1950年

代後半から λ連の固有化計画を実施したので，官

僚機構は肥大する一方であった。そとで，政府は

軍部以外か九も専門家を補充し，拡大された組織

の運営をまかせるようになった。とうして政権の

一理に参加したテクノクラットはョ 1960年代には

しだいにその影響力を増していった。そのひとつ

の現象は，内閣におけるテクノクラット閣僚の数

円増大である往7）。一方，テケノクラット、こと

に文民テクノクラットの地位の上昇は，軍人の威

信の後退と糞はらの関係にあった。イエメン戦争

への介入とその処理に見せた不手際や，さじにイ

スラエノレとの戦争でみじめな敗北を喫したことほ

ど，かれらの威信を大きく傷つけたものはなかっ

た。同時に，それは箪部における専門化の傾向と

いう客観的な要因によるところも大きい。すなわ

れ、軍部の組織的拡大，武器の悔雑化，および軍

事技術の発達に伴い，箪人は自らの職務に専ら自

己のエネルギーと時聞を使わざるを得なくなった

のである（注8)0 ことに， 1967年の敗北以後の軍再

建の時期にほ．こうした要請は著しく強まったと

ちえられる。

1970年，ナセ／レ急死のあと政織を継承したサダ

トは，ナセfレとともに1952年7月革命を実行した

自由将校団の中核メンパーのひとりであった。そ

の意味では，かれは 7月革命の精神をナセルに代

9ラ
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って継承することのできる正当な後継者であるか

に思われた。だが，これまでわれわれが見てきた

ように，サダトに残されたナセfレ体制というもの

は，すでに大きな変容をとげていたのである。そ

れはナセル体制を支えた7月革命世代の終話とい

う表現につきるものであった。

（注 1) A ・エ fレサダソト 井上孝治 i沢『J「ルの

叛活L』干；渋川店昭和33:r: 20～21ベージ。

（注2) 以下は Vatikiotis,P. J., Nasser and His 

Generation，ロンドン， CroomHelm, 1978年によゥ

f二。

（注：n 員、｛しくは， J:11.¥1：：，「J＿ ジプトとハレスヌィナ
問題，1936～48年」（『アジ F経済』第23-'[i;:nz,; 19s2 
年12月）乞参照。

（注4) Waterbury, John，“Egypt : The Wages 

of Dep母nde口cy，＇’ A.L. Udovitch編， TheMiddle 

East, Lexin日tonBooks, 1976年， 333ベ〆

（注5) Dekmejian, R. llrair, E幻。j,t under 

Nasir，ニューヨーク， StateUniversity of New York 

Press, 1971年， 223ベージ。

（注6) Rejwan, Nissim, Nasserist Ideology，エ

ノレサ Ll、， Israel Universities Press, l!l7,!1: , 185～ 

186ベーン。

（注7) Dekmejian，前掲欝， 171,187ベージ。

（注8) Be’eri, Eliezer，“日e Waning of the 

恥1ilitaryCoup in Arab Politics，” 11.{iddle Eastern 

Studies, ,t¥18巻第 1号， 1932:11}J, 78ヘ ジっ

町サダト体制への挑戦

I. サダト体制〈注1)

1971年5月にサダトは，いわゆる i権力の巣j

と呼ばれるアリー・サブリーら反サダト派の粛清

に成功したが，その権力闘争の過程は，すでに進

行していた 7月革命世代の終意現象をさ i'dこ促進

させた。第1は，権力闘争でみられた国家と党の

関係においてであった。すなわち，サブリーらと

の権力抗争において，サダトはサブリーらが拠点

とするアラブ社会主義連合（ASU）にではなく，国
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家機構によ》て対抗した。十ブリーにつながる多

くの閣僚や政府高官は，サダトがゴモア内相を解

任するや，抗議のため申し今わせて辞任したが，

そのねらい壮．軍部や諜報部を担当する大臣や

Aおuの指導的な人々なしでは国家機構が崩接す
るであろうと説んだためと思われる。だが，庇サ

グト派のそうした希望はすくに打ちくだかれた。

サグトはすべての辞任を受U入れたが，崩壊した

のは党（ASU）であり，国家ではなかった（注2)0 

このように，ナセル体制下で唯一の全国的な国

民政治組織として＋ブリーらの権力基盤をなして

きた ASUじ，以後サダトのもとで正統性が問題

とされ，弱体化の方向をたどるようになる。それ

と同時に， 「法のもとで制度が支配する国家」の

かけ声によ－，て，議会が新たな正統性を付与され

るようになった什口、

サダトは修正革命の後，いくつかの間題につい

て論争が国民の問でわきあがるよう鼓舞してい

た。論争は197J～74年には体制全体に及ぶ広範な

議論へと発展した。なかでも ASUの将来をめぐ

る論争では，皮ナセノレ・キャンベーンがサダト政

権下で釈放されていたムスタブアー・アミーンと

ア＇）ー・アミーンという右派ジャーナリストによ

って展開された。さらに，一部の人々によって多

党制への復帰も要求されていた。

二うした論争をふまえてサダトは， 1973年の10

)cj戦争後に「10月白書」を発表した。そのなかでは

ナセIレ体制下で追求されてきた「大砲もパターも」

という基本的な目標が否定されて，エジプト経済

山門戸開放がうたわれていた。同時に，その｜持］肢

を支える政治の自由化一一「サダトの」自由主義，

つまり一定の統制下での一一ーが方向づけられてい

fこO

沼2は，サダト政権の国内での支持基盤の問題



1984020099.TIF

である。 1974年の10月白番発表以前にすでに実施

され始めていた経済の自由化過韓から明らかにな

りつつあったことは，経営者層の活動範囲が次第

に拡大されていたことであり，さらに，中間層に属

するリぺラノレな人々にも政治的発言の場が与えら

れ始めたことであった位4)0また，サグト政権の内

閣間僚や麗聞の顔ぶれはテケノクラット，イスラ

ーム復古主義者およびリベラルの連合を反映して

いた。とりわけ，ナセル時代の末期に，アラブ社会

主義連合のアリー・サプリーや諜報組織からのし

めつけに不満を感じ， 1971年5月のサダトによる

粛清に最も熱烈な支持を与‘えていた文民テクノク

ラットの比重は増大の傾向をたどった。そうした

人々の代表的な人物は， 庁グトの補佐として卓越

した存在のアブデル・アジーズ・ヒガージー（I:li・

同zめであり，さらに後年首相に就任したムスタフ

ァー・ハリール（Mu号tafilKhalil）であった。実際，

1952年の革命以来，何ら箪の背景をもたないテク

ノケラゾトが内閣の首班になったのは．ハリ｝ル

内閣が初めてであり，象徴的な／H＝来ポであった

(/t5) 。

最後に，軍部の問題である。サプリー派との対

決のなかで，サダトは軍部の高級将校層への依存

を強めはしたが，すでに前節でのべたように，軍

の性格の客観的な変容とサダトの巧みな人事管理

によってサグト時代には家が組織的な形で政治に

介入する傾向は減少したように思われノる他的。

だが，このような政権の支持基盤の変化ととも

に注目しなければならないことは， 6日戦争での

敗北後に解放されていたラデイカルな潮流の動向

であり，そのなかでも左派の力の後退につれて勢

いを得たイスラーム宗教勢力の動きであった。

2. イスラーム化

1970年代のエジプトを特徴づける［イスラーム

研究ノー卜←←～一一一

化」あるいは「イスラームの複興Jと呼ばれる現

象は，ある程度錯覚であろう。そのような名のも

とに趨とってきたことは，エヅプト人の宗教的感

情や信仰にー人‘きな変化が生じたといろことではな

く，むLろすでに述べたように，什グトの政治指

導の下で，政治過程に新しい政治的主体が参加す

るようになり．その結果，エジプトの政治参加の

度合が広げられたということである。したがっ

て，倍統的なイスラームの信仰をもった人々が政

拍的活動を行なう機会が増したのである。

しかしながら，イスラームの宗教管識，あるい

はfスラームの宗教的な表現に上って自己のアイ

デンテイティを規定しようとする傾向が70年代に

市大したことも事実であった。ことに1967年の6

日戦争以後のアラブ・イスラーム社会は，敗北が

もたらした政治的・軍事的危機のなかで，精神の

模索が深刻lになされ，さらにエジプトではサダト

大統領のもとで，内外政策が逆転した。また，産

油国の石油ブームの余波で，ヱゾイトか「｝多くの

労働者が出稼ぎに出て，巨額な海外送金をもたら

したほか，門戸開放政策のもとで、産油国から大量

の資会が閣内に入りこんでいた。乙うした急速な

政治的・社会的変化のなかで，その変化の意味と

方向を与えてくれるものをイスラームの信仰や教

義に求める人々が増えたとしても何ら不思議では

なかった。

こうして．サダト時代には明らかにイスラーム

的な要素が政治の場にはいり込んだということが

できる。 fスラームによる政治的表現、あるいは

イスラームの政治的言語は，本来，多義的であり

なかでも支配者やエリート層が現存秩序を正当化

するために民衆に訴えかけるイスラームと，それ

を非難するために使われる潜在的に革命的な，抵

抗の論理を提供する民衆のイスラームとがある。
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6 13戦争敗北後，すでにヱジプトでは‘体制の

側から積極的にイスラーム宗教活動を鼓舞する動

きが見られたが，サダト政権下ではその傾向が増

幅された。というのは，敗戦によってナセルの政

治的威信が大きく擦なわれはしたものの『イスラ

エyレとの消耗戦争の展開によって，ナセルは園内

の不満をかろうじて緩和することができたからで

ある。だが1970年のナセル円突然の死は政治的空

白を生み出し，それを埋める何らかのイデオロギ

ーが，サダトには早急に必要とされたのである。

結局，かれが選択したものはナセルのパン・アラ

ブ主義ではなく，伝統的イスラ｝ムであった。ナ

セルのようなカリスマ的権威をもたぬサダトにと

って，白日の政治的正統性を生み出すためには，

ナセル以上；こたえず「運動jを作り出さねばなら

なかった。そして，ナセル主義者および左派がら

なる政治的敵対者のカをそぐうえで，ザダトは，

ウラマーを中心とする宗教勢力の支持を必要とし

Tこ。

サグト時代におけるイスラームの地位の向上は

著しかったが，それはまず1971年に公布された新

憲法で，イスラームが国教とされ，また， fスラ

ーム法（シャ！Jーア〉の諸原則が立法のびとつの主

要な源泉であると明記されるに至ったことに象徴

的にあらわれていた（注7）。さらに，アズハノレ大学

のシャイフをはじめとするイスラーム宗教界の指

導者の地位も上昇し，家族計両反対やシ γ 1）ーア

の遵守などの主張では，アズノ、yレは政府から比較

的自由な立場を享受していた位8）。

1973年の10月戦争では， 「ラマダーン戦争」や

「パドル作戦！という宗教的象徴が利用されたが

イスラーム的雰囲気は，戦後には一段と強まっ

た。これにはまず，政情的規制が比較的ゆるくな

ったことと，サダトが1971年の粛清にひき続き，左
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派に代わる別の権力基盤を作ろうとして，宗教的

傾向を促したことによっているが，さらに，間接

的ながら，サウディ・アラビアからの働きかけも関

係ずるかも知れなし、。イスラーム集団と呼ばれる

組織力主拡大し，さらにイスラーム解放機構やアル

タクフィ－，レ・ワノレ・ヒジュラなどの存在が明ら

さまになった。しかしほぼ同じ頃．政府は1965年

の 7ーデター未遂事件以来逮捕していたムス I）ム

同胞団メンパーを釈放し始めた。二れは1975年3

月に完了したとされる。その 1年後の1976年3月，

同胞団は宗教組織として結成することの許可を申

請した。それは拒否されはしたが司かつての機問

誌と同名の月刊誌 rアyレ・ダアワ』 （al-Dグwa）の
発行が許可された（注9）。これは同胞団の事実上の

仮活であった。 1,,i胞団に対するザグト政権の比較

的寛大な態度は，おそらく当時活動を激化させ始

めた急進的なイスラーム組織の影響力を，同胞団

の穏健さでやわらげようというねらいから出たも

のであろう。

だが，イスラーム的雰囲気の絶頂として注目す

べき事柄は1976年の選挙キャンベーンにおいて，

アぢヅ社会主義連合内の三つのそ派すべてが「シ

ャリーアの適用J(tatbiq al-Sha江川を求めて運動

したことであった。そもそも1971年憲法ではイス

ラ｝ムの地位が高められてはいたものの，シャリ

ーアを立法の唯一の源泉とするブ 7ンダメンタリ

スト f乙ちの主張はしりぞけられた形であった。以

後，かれらが先頭に立って，シャリーアの適用を

求める憲法修正の闘いが続いていた。したがっ

て，シャリーア問題が選挙の中心的争点にたるま

でに句かれらは国民の広範な支持を獲得していた

ということができる〈注10¥

さらに注目すべきは， 1978年にサダトの創設し

た国民民主党（NationalDemocratic Party, NDP）の
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理論的支柱として， スーフィー・アプー・ターリ

ヅ（；，uf1Abo Talib）が執筆した民主的社会主義綱

領が正統性の源泉としてイスラームに大きく依存

していたことであった（注11¥

しかしながら， このような時， サダト政権が抱

くイスラームとは別のイスラーム，すなわち，同政

権に対する攻撃を正当化ずる武器としてのイスラ

一ムが，政治の舞台に登場するようになった。政

権非難の武器としてイスラームを用いたのは， よ

り戦闘的なイスラーム集団ばかりでなく， かつて

サグト政権と「平和共存jしてきたムスリム同胞団

も同様であった。とりわけ，前者と井グト政権の

対立は，ナセル時代の末期iこすでに鋭く現われて

いた世代間の亀裂と同じ性質のものであり， それ

がさらに先鋭化されたものにほかならなかった。

3. サダト体制への挑戦

イスラーム宗教勢力によるサダト政権への挑戦

を考える大きな鍵は，ムスリム問胞団と政権との

関係であろう。すでに述べたように， 左翼やナセ

Yレ主義者との権力闘争において，軍部および同胞

団は，サダトにとって好ましし、同盟者であった。

サダト政権と同胞団との「自発的協力関係J(G. 

Warburg）は， 1976年ごろまで続くが， その関係は

1977～78年を境として大きく変化した。すなわち，

1977年1月の食糧暴動，サダトのエyレサレム訪問

（同年11月〉，さらに翌年9月のキヤン－－f .デーピッ

ド｛＇；＇意などが契機となって両者・の関係は著しく悪

化した。以後の時期を完全な対決期とみなすこと

i土，単純化しすぎており，誤りであるが，両者の

関係における基本的な転換点が， この時期に生ま

れたといえる。

ムスリム同胞団とサダトとの平和共存，あるい

は戦術的な同盟関係をつき崩すととに大きく寄与

Ltこのは， エジプト・イスラエル関係の進展であ

研究ノ山ト ？ 

った。キャンプ・デーピッド会談につづいて実現さ

れた両国間の平和条約に反発して，サウヂィ・アラ

ピアはザダト支持をとりやめたが， これは同時に

十グトにとってそれまで制約となっていた同胞団

政策でフリーパンドの立場を生み出す二とになっ

た川12＼一方，『アノレ・ダアワ』は1976竿の復刊以来，

イスラエノレをつねに激しく非難していたが， イス

ラエルとの和平は，本来イスラエルに対して聖戦

を行なうべきイスラーム教徒にとり反逆に等しい

と見なしたのであった位13）。 さらt乙， ちょうど同

じころ勃発したイラン革命は，ヱジ70トにおいて

もイスラーム革命の可能性が大きいとの希望を抱

かせるに至り， サダト政権にとってもイランの情

勢は無視できぬものになってU、た。 こうした対外

的要因が，両者の関係を新しい段階に導いたひと

つの背景と考えられるが， これらに劣らず重要な

国内的な要因に眼を向ける必要がある。それはム

スリム同胞団の勢力の増大であり， 1977年以後，

大学の学生白治会選挙で同胞団系の立候補者ポ圧

倒的な勝利を収めたことに端的にあらわれていた

社会の変化に敏感な学生たちの選挙におけるこ

のような傾向を生み出した要因をいくつかあげる

ことができる。その第1は，大学における学生数

の著しい糟加に比べて，学部の増設が不十分で追

いつかず，学生の疎外状況が生まれたことであ

『

0o  さ川こ， 1977年1月の食埠暴動後には，大学

キγンパス内がら共産主義者やナセル主義者ポ追

政されたため，学生選挙では政府系か同胞団系か

のニつの候補しか存在しなかった（注目）。一方， サ

ダトの門戸開放政策は輸入業者，不動産業者およ

び外国企業の代理人など新しい豊かな社会グノレー

ヂを副産物として生み出し，それが，失業と高い

インフレで悩む都市中下層の不満を増大させた。
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加えて，サダトの周辺で進む組織的な腐敗は，人

々が日常茶飯時話題にのせるまでになし宗教的

な人々の感情を害していた。こうしたなかで，学

生たちの多くが政府系の候補でiまなく，同胞団系，

なかんずく新ファンダメングリストと呼ばれるイ

スラーム集団からの立候補者iこ投票するのは，ほ

ぽ明らかであった。

エジプトの政治から左翼の影響力が低下するに

つれて拾頭してし、た戦闘的な新しいイスラーム・

グループの指導者およびメンパーは， 1960年代な

かばに監獄に入れられていたムスリムIR°J胞団のき

わめて若ャ年齢層に属する人々か，！日同胞団の家

族や親類，あるいは1967年の敗戦によって政治的

に目覚めた新人かのいずれかであった。これら新

ファンダメンタリスト・グループのほとんどは6

R戦争後の苦悩の時期にそのルーツをさがのぼる

ことができるf注16¥

各組織には若干の謹異はあるが，一般化しうる

主要な思想的傾向は，宗教と政治の一致，イスラ

ーム法（シャリーア〉の適用，および腐敗に対する

闘いの必要性を強調することであるC/U7、。さらに

代表格ともいうべきイスラーム解放機構およびア

／レタクフィール・ワル・ヒジュラのグJレープPにつ

いてのある研究によると，これら組織のメンバー

の平均的年齢は20代前半であり，その多くは農村

および小都市出身で，カイロ，アレキ什ンドリア，

アシュートの大学に入学してまもなく，これらの

グループ’に参加したという（注冊。

1960年代後半に地下組識として登場したこうし

た新ファンダメンタリスト・グループの考え方に

少なからぬ影響を与えたのは，ハサン・パンナ亡き

あとの同胞団のイデオローグであり，かつ60年代

なかばに処刑されたサイイド・クトゥヅ（Sayyid

Qutb）だとされる。クトゥブにおけるイスラーム
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は， 「暗黒の世界」（al-t、＇i手amal-.Ti 

一ムの世界J(al-Ni事轟m al』Islilmi）との峻別を特徴

としていた。かれらにとつて， 「暗黒の世界Jの

なかで生きることは地獄であり，両者の世界の閣

にはなんらの妥協もありえないのであった。とい
ダル・，＇.，、ルプ

うのはー一方は， 「戦争の世界J(Dar al-l;larlかで
ダル・，， J マ守ーム

あり，他方は，「イスラームの世界J(Dar al-Islam) 

であるからであった（注19¥

戦闘的なイスラーム・グループの活動は，エジ

プトの3大都市，カイロ，アレキサンドリア，ア

シ寸ートにおいて最も活発であった。とりわけ，

上エジプトの「シュートはとくに重要であづえ。

アノレタクフィール・ワル・ヒジュラの指導者およ

びジノ、ード（聖戦〉・グループの指導者の何人かlま

アシュート出身であり，戦闘的なイスラーム組織

と治安警察どの渦血の闘争が起こったのもそ二lこ

おU、てであづたからである。

アシュートの町には数多くのコプト（キリスト教

徒〕が住み， ICJ t世紀のなかばから，がれらは経済

の領域でイスラーム教徒をしのぐ立場を築いてき

た。さらに，サ♂ト時代になると‘ムスリム同胞

団に同情的で，民キリスト教的な考え方をもっ人

物がアシュート県知事に長らく任命され，急進的

なゲループが勢力を増すー固となっていたrn-20，。

ところで，サダト政権と同胞団を中心とするイ

スラーム宗教勢力との関係が1977～78年に転機を

迎えたと同じころ，イスラーム教徒とコプト・キ

リスト教徒との聞にも緊張が高まっていた。三の

緊張は，さらに教会と国家の対立へと発展する要

素をはらんでいた。

日発化した戦闘的イスサーム集団の活動が、コ

プト社会を刺激し，コプトの不安を生み出したと

考えられるが，注目すべきことは，それのみにと

どまらず，コプトの闘では，政治意識が著しく高
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められたことであった。それは，すでに死語と化

しているコプト語復活運動や，新しい教会や学校

のI設立となってあらわれたf註21¥ 

しかしながら，1960年代後半，ことに6日戦争で

の敗北以後，イスヲーム化現象が暫しくなったの

と同じ上うに，コヅトの聞でも宗教的感情が高ま

り‘コヂト社会の底流に大きな変化が生じつつあ

づた。コプト教会は満員となり，打躍学校や青年

グルーデに参加する人々の数が増し，大学ではコ

デトの学生がクラブを設立した。こうした傾向は

1967年の敗戦によって，さらに勢いづけられたの

である惟22）。このようななかから，コプト社会に

戦闘的な新世代が拾頭してきた。その卓越した代

表がアンパ・シェヌーダ（al・Anl泊 Shanoda）であり，

]971年におけるかれの主教への就任は‘その象徴

的な出来事であった。

土ころで，コプト社会では第2次世界大戦後，

大学を卒業した者が修道院に出向き，聖職候補者

として受け入れてくれるように要諦した。かれら

の考えによれば，教会はコプト社会の生活で中心

的なものであれ教会の権力，そしてつまるとこ

ろコ－；°ト社会における権力は修道院にあるという

ものであった位23）。このような考え方をもっ新世

代は，コプト社会を公的iこ代表するす人々 から「われ

われのムスリム同胞団jと呼ばれ，漢を深めてい

た。だが， 1959年に選出されたキロロス 6世は，こ

うした若い人々に支持されており，かれはその在

任中，青年活動家からの圧力で，教区外から司教を

任命するという新しい重要な措置をとった（注24）。

こうして選ばれた司教のひとりがシェヌーダであ

った。

1923年に生まれ，カイロ大学で歴史を学んだシ

ェヌーダは修道士になる前にはジャーナリストで

あり，詩人であった。キロロス主教の晩年に，教育

研究ノート

J円当の司教として日曜学校運動の責任をとった。

色Eり豊かなノξーソナリティーをもったかれは週

1日「金曜ー日のレッスンjと呼ばれる詩話を実施

し始めたが，その評判はきわめてよく，シ且ヌー

グはたちまち青年コプトの偶像となった位加。

かつてナセル時代に政府は主教の年齢資格を40

歳以上とすることによって，苦い戦闘的な修道士

が選Ii＼されることを事実上阻止していたが，サダ

ト政権が成立したころには，かれら若い世代はす

でにその資格を満たす年齢に達していた。カリス

マ的で非妥協的なシェヌーグの主教就任は，青年

コヅトの聞に大きな興奮をひき起こした。しかし

同時にコヅト社会内部の対立をさらに探めること

にもなった。なかでも，教会は聖俗すべての問題

にかかわるべきだとするシェヌーグ派と，それに

反対するマ、ソタ・エルミスキーン（Mattaal-Mis-

keen）司教派の対立は，教会員のすべてを分ける

深い分裂であった。

だが，それ以上に深刻なイスラーム教徒との対

立が，シェヌーダ主教の選出後わずか数カ月のう

ちに，カイロ近郊のハーンカで新教会の建設をめ

ぐって発生した。シャリーア問題をめぐるその後

のイスラーム宗教勢力のキャンペーンおよび急進

的なイスラーム集団の活動が活発化するにつれ

て，シェヌーダ主教下のコプトは，イスラーム教

徒と政府に対する反発を強めた。サダトの政府が

コヅトに敵対的なイスラーム教徒の連動の背後に

あると見なしたかちである。そして，教会とコプ

トの関係は， 1977年ごろを境として新たな対立の

段階へと突入した。人民議会におけるシャリーア

の適用をめぐる立法化の動きが，その直接的な紛

争の原因となったのである位2の。

こうして，シェヌーダ主教という新世代の教会

指導部に率いられたコプトからも諮りと挑戦がサ

IOI 
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グト政権に対して，っきつ付られることになった。

（注1) 筆者はさきにナセルからザダトへ移行する

時期の政治変動について若干の考察を行なったが，以

下では， 1971年5Jl c'J f修正』干命」についてその論1

を背示牛じて参照とれたい。 JtHfi:J「エジプトの政治変

身J」 （日本国際政治学会編『中東： 1970年代の政治変

動』有生持！ 198:'l＇.；）とくに 112～114ベージ。

（注2〕 Hirst,David; Beeso孔， Irene,Sadat，ロ

ンドン， Faberand Faber, 1981年， 115ページ。

（注 3) Wa総rbury,John, ;]ij 封書， 336べージ。

（注4〕 Waterbury,John, Egypt: Burdens of 

the Past, Optio河sfor the Futu問，ブルーミントン，

Indiana University Press, 197811, ixベク。

（注5〕 Ya’位i,Ehud，“Sa,-lat’s Pyramid of Pow-

er，” Je1・usalemQuarterly, 第14号， 1980年冬， 119

ページ。

（注6）拙稿「エジプトの ・J 115ヘ ジ参照。

（注7) 最終草案作成に至る論議については以下を

参照。 o’Kane,Joseph P.，“Islam in thβNew Egy幽
ptian Constitution，＇’ The Middle East Journal，明

26巻第2号， 1972年響。

（注8) Cantori, L心uis,＇‘R巴ligionand Politics in 

Egypt，” M. Curtis紛争 Religionand Politics in the 

Middle East，ボールダー，羽TestviewP間関， 1981'9＇二，

82ベージ。

（注9) 向上書 85ページ。なお，編集長はウ－7 Iし・

アノレテ fルミサ一二一（’Umaral-Tilmisanl）であっ

, . ～。
〈注10) Warburg, Gabriel，“Islam and Politics in 

Egypt: 1952-80," Middle Eastern S似 ies，第18を

第2号， 1982年春， 138ベージ。

〈注11〕 Dessouki,Ali E. Hilla］，“The Resurgence 

of Islamic Organization in Egypt: An lute叩四ta-

tion," A. S. Cudsi; Ali E. Dessouki編， Islamand 

Power，ロ γ ドン， CroomHelm, 1981 ｛ド， 110ベー

シ。

（注12) Aly, Abd al-Moneim Said; Manfred 

Wenner，“Modern Islamic Reform Movements: 

The Muslim Brotherhood in C削除，mpor町 yEgypt，” 

Middle East Journal, 第36巻第3号， 1982年春，

355ベ］ジ。

（注13) Warburg，前掲論文， 150ベージo

（注14) Dessouki，前掲論文， 108ベージ。
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（注15) ¥Varburg，前掲論文， 148ベ ジ。

(i'l::16) Ayubi, N:也 ih N. M目，“The Political 

Revival of Islam : The Case of Egypt，＇’ Iπterna-

tional Journal of Middle E出 tStudies, 第12｛主第

4号， 19加1Jcl2JJ, 489ベクおよ7トIbrahim, Saad 

Eddin，“Anatomy of Egypt’s Militant Islamic 

Groups，＇’ International Journal ofλfiddle East 

Studies，前掲iP,,427ベーシ。

（注17〕 Ayubi，向上論文， 492ページ。

C n 18) Ibrahim，前掲論文， 438～439ベータ。
(il19) Ajami, Fouad，“In the Pharaoh’s Sha-

dow: Religion and Authority in Egypt，” James 

Piscatori編， Islam in the Political Process，ロ γ

ン． Cambridge University Pr白 s,1983年， 25，とー

シ。

(tl:20) Ayubi, Nazih N. M.，“The Politic目。f
:rv1ili1ant Islamic Movements in the l¥fiddle East ” 
Journal of International Affairs，第36巻第2母，

1982/83年秋冬ザ， 280ベージ。

( 121) Aly: Wenner，前掲論文，＇.l58～359べ一

二ノ。

（注22〕 Pennington,J.P., ＇‘The Copts in Modern 

Egypt，＇’ Middle Eastern Studies. 前18巻第2号、

19s2 :r 4月， 166ページ。
（注23〕 Heikal,Mohamed, Autumn of Fury，ロ

-;/ F >, Andre Deu包ch,1983年， 154ベージ。

(/t24）同 f::1:f 1臼ベ←ク。

〈注25) Pennington，前掲論文， 167ページ，およ

7( Heikel，官：n昌吉， 160ベーゾ。
Ci-!26〕 Pennington，前掲論文， 171ページ。

〔付記〕 本稿Jま，昭和57年度から3カ年の予定マ行

なわれた「東ア弓プの政治・社会変容」研究会におけ

る初年度の中間報告を加筆・修正したものである。し

たがって， 1970年代のエジプト政治についての図式的

なスケッチの域を出てヤない。なお，執筆の過程で調

査研究部の同僚富治一雄，長沢栄治両氏との会話から

多くの示唆を得たことを付記しておきたい。

ささやかではあるが，本稿を，本年1月18日‘テロ

の凶弾に倒れたベイル｝ト・アメリカ大学マノレコム・

カー教授に俸げるものである。

くアジア経済研究所調査研究部〕
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